
「ポストコロナ時代のプライベート・エクイティ」｜編集部おすすめの
１冊

数あるビジネス書や経済小説の中から、M＆A
Online編集部がおすすめの1冊をピックアップ。M＆Aに関するものはもちろん、日々の仕事術や経済
ニュースを読み解く知識として役立つ本を紹介する。

「ポストコロナ時代のプライベート・エクイティ」　幸田博人、木村雄治編著、金融財政事情研究会刊

プライベート・エクイティは、未上場企業を対象にした株式投資を指す言葉で、企業の株式の過半数の
株式を取得するバイアウト型投資と、スタートアップ企業などベンチャー企業に対するベンチャーキャ
ピタル投資の二つがある。

欧米が先んじて確立した金融機能で、日本ではまだ新しい領域だが、徐々に未上場会社への投資が広ま
りつつある。

そうした状況の中、本書は、プライベート・エクイティファンドの運営会社であるポラリス・キャピタ
ル・グループの寄付講座として、京都大学で行われた主に2021年度の
「ベンチャーエコシステム」と「プライベート・エクイティファンドと企業価値向上」の二つの講義を
ベースに、元みずほ証券副社長で京都大学経営管理大学院特別教授の幸田博人氏と、ポラリス・キャピ
タル・グループ社長で京都大学経営管理大学院客員教授の木村雄治氏が中心となってまとめ上げた。

「ベンチャーエコシステム」では、スタートアップ企業向けエクイティ投資にかかわるベンチャーキャ
ピタル側と、ベンチャー企業側からみた内容をベースにリスクマネー供給について、「プライベート・
エクイティと企業価値向上」では、大企業によるバイアウト型投資を通じた経営権の取得と企業価値向
上などについて紹介した。

プライベート・エクイティの理解が進むように、産業革新投資機構社長の横尾敬介氏
、東京大学エッジキャピタルパートナーズ社長の郷治友孝氏、日本ベンチャーキャピタル協会会長の赤
浦徹氏らのインタビューのほか、
チルド食品の運送などを手がける関東運輸や、油圧モーターなどのメーカーである日本オイルポンプの
事業承継などのケーススタディも盛り込んである。

両講義ともに学生の履修登録者が150人を超えるなど関心を集めたという。学生はもちろん、ファンド
や投資先企業、投資銀行などの関係者らにも役立ちそうだ。（2022年3月発売）
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